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●「大学・短大」入学状況の実績と予測





21年


22年





17年


18年


19年


20年


注）　表中の「予測｣は、中教審答申『我が国の高等教育の将来像』(17年1月)で提示された数値。


　　19年には「大学･短大」志願者数と入学者数とが約67万4,000人で一致し、“全入”になると予測。




旺文社　教育情報センター　22年8月

中教審が『我が国の高等教育の将来像』答申(17年1月)において、「大学・短大」における19年からの所謂“全入”(「収容力」＝100％)を予測してから、5年経過した。


19年からの「大学・短大」の「収容力」の実績は90％台前半で、「大学」に限ると21年・22年とも91.0％に留まる。

大学・短大の志願者数(受験生数で､実数。以下､同)や志願者の「入学率」、及び大学・短大の「収容力」について､これまでの実績を踏まえ、大学・短大の“全入”を検証してみる。

○　まず、「収容力」の実績と予測とが乖離(表1参照)している主な要因は、少子化のもとで予測した大学・短大の「現役志願率」の大幅な伸び(例：21年予測値＝55.88％　→　実績値＝61.22％／22年実績＝61.81％)によるとみられる。

○　受験人口の推移を概観すると、18歳人口・高卒者数とも平成4年を直近のピ－クとして減少の一途をたどってきたが、22年は18歳人口が9年ぶりに前年を約3,000人、0.3％増加して121万6,000人、高卒者数は18年ぶりに前年を約5,000人、0.5％増加して107万1,000人となった。

今後の動向としては、①18歳人口・高卒者数とも23・24年は減少、25年は18歳人口が再び123万人程度に増加した後、18歳人口は今後10年ほど120万人～117万人程度で推移するとみられる／②厳しい経済状況・雇用情勢の下でも、将来のキャリア形成の意識の高まりなどから、大学への現役志願率は依然として高水準で推移するとみられる。
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注）短大の「入学率」が100％以上なのは、大学から短大へ


　の出願変更等で、志願者数(高校側調べ)がカウントされな


　いまま、入学者数(短大側調べ)にカウントされていることな


　どで、高校経由の入学者数(短大側調べ)が、高校側調べ


　の志願者数を上回っているためとみられる。


○　こうしたことから、「大学・短大」の「収容力」は漸次、上昇するものの、90％台前半に留まるとみる。特に、「大学」については“質保証”の観点などから、大学(学部)の新増設を含めた定員増の抑制、入学定員充足率の低下などがはたらき、ほぼ現行の90％超の「収容力」で推移するとみられる。(以上の関連図として、次ページの図1・2・3参照)
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注）短大の「収容力」が100％以上なのは、大学


　から短大への出願変更等で、志願者数(高校側


　調べ)がカウントされないまま入学者数(短大側


　調べ)にカウントされていることや、外国の学校


　卒、高卒認定試験合格者等の高校経由以外の


　入学者数などの合計が、高校側調べの志願者


　数を上回っているためとみられる。


　　高校経由以外の入学者は、短大で2％、大学


　で3％以上を占める。






●大学の需給実態(短大を除く)：志願者数減の中で、増え続ける受け皿




(大学志願者数が直近のピーク時)










　大学･短大　の　“全入”　検証！



22年の大学「収容力」は、



前年同率の91.0％！
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(図3)
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(表1)







平成22年











注．①　大学志願者数は、高等学校(中等教育学校後期課程含む)経由の受験生数(実数)。



②　大学入学者数は、「外国の学校卒」等、高等学校経由以外も含む全ての入学者数。



③　大学数は、大学院大学、募集停止を除く。



④　学部数には、学群、学域を含む。　　　　　　　　　　　　　　　　　(「学校基本調査(速報)」、「全国大学一覧」等による)







＊「収容力」(％)＝入学者数(大学・短大側調べ：外国の学校卒等含む全ての入学者)　÷　志願者数(受験生数：高校側調べ)



＊「入学率」（％)＝入学者数(大学・短大側調べ：外国の学校卒等含まない、高校経由の入学者) 　÷　志願者数(受験生数：高校側調べ)















平成4年







・大学志願者数＝68.0万人(平成4年の約3/4)



・大学入学者数＝61.9万人(同、1.1倍)



・大学数＝734大学（同、1.4倍）



・学部数＝2,147学部(同、1.6倍)



・学部入学定員＝57.5万人(同、1.2倍)



・大学「収容力」＝91.0％（同、1.5倍）



















・大学志願者数＝92.0万人



・大学入学者数＝54.2万人



・大学数＝519大学



・学部数＝1,368学部



・学部入学定員＝47.2万人



・大学「収容力」＝58.9％
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